
【調査の背景】

【調査の目的】

　進捗評価を行うための具体的対応方針（2025年に向けた計画）の再整理

協議時点の
医療機能

病床数 協議時期 医療機能 病床数 医療機能 病床数

休棟
（慢性期） 19 令和元年度 休棟予定 19 休棟予定 19

休棟
（不明） 19 令和元年度 休棟予定 19 休棟予定 19

休棟
（急性期） 12 令和５年度 休棟予定 12 休棟予定 12

休棟
（急性期） 8 令和元年度 休棟予定 8 休棟予定 8

休棟
（不明） 19 令和元年度 休棟予定 19 休棟予定 19

　　・　職員の不足，入院患者の減少，施設の老朽化 が主な理由

※　出水地区においては，該当する医療機関はなし

具体的対応方針策定時に「2025年に向けた計画：未定」と回答した医
療機関について，今回の結果を新たな具体的対応方針（2025年に向け
た計画）として良いか。

川薩Ｇ

川薩Ｈ

医療機関名

具体的対応方針
（2025年に向けた計画：未定）

川薩Ｄ

川薩Ｆ

具体的対応方針（2025年に向けた計画）で未定
と回答した非稼働病棟の対応について

　地域医療構想については，各医療機関の対応方針の策定や検証・見直し等を行い，2025年に向けて取組
を進めているところである。
　北薩地域では，有床医療機関の具体的対応方針を令和５年度までに協議したところであるが，
下記５医療機関については，「2025に向けた計画：未定」で承認を得ているところである。
　今年度は，目標年度（2025年）であり，地域医療構想の進捗状況等を検証・評価をすることとされてい
るため，下記５医療機関の今後の方針について再整理する必要があった。

【休棟理由】

令和６年度病床機能報告
（2025年７月１日時点

の機能）

【結果】

川薩Ｅ

調査結果
（2025年に向けた計

画）

【協議事項】
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